
データ共有の基本的考え方、データの種類と保有主体、データ分析
のための工夫について記載

地域・職域連携推進ガイドライン改訂について

・近年の社会背景（特定健診保健指導、データヘルス計画、健康経営、働き方改革等）を踏

まえた地域・職域連携の新たな連携の在り方を明記【Ⅰ-１】

・地域職域連携推進協議会の効果的運営方策（協議会構成員の役割の明確化、他協議会との

連携の在り方等）について整理【Ⅱ-2,3】

・具体的な取組実施のために必要な事項（方向性の明確化、必要性・有用性の周知、

リソースの確保、データ収集等）を記載【Ⅳ-１～５】

Ⅰ 地域・職域連携の基本的理念

１．連携の基本的な考え方

２．地域・職域連携のメリット

Ⅱ 地域・職域連携推進協議会の設置

１．協議会の目的

２．協議会の構成メンバー

３．協議会の役割

４．協議会の運営方法

Ⅲ 二次医療圏協議会における連携事業の企画

１．現状分析

２．課題の明確化、目標設定

３．連携事業のリストアップ

４．連携内容の決定及び提案

５．連携内容の具体化・実施計画の作成

６．効果指標並びに評価方法の設定

Ⅳ 連携事業の実施

１．連携事業の分類

２．連携事業の展開

Ⅴ 評価

１．評価の意義

２．構造評価

３．プロセス評価

４．効果評価

Ⅵ 連携事業を推進する際の留意点

１．推進要因

２．阻害要因

３．保険者協議会との連携

Ⅶ Q&A

Ⅰ 地域・職域連携の基本的理念

１．連携の基本的な考え方

２．地域・職域連携のメリット

Ⅱ 地域・職域連携推進協議会の効果的な運営

１．協議会の目的と役割

２．協議会の構成機関の役割と役割期待

３．他の健康関係の協議会等との連携の在り方

Ⅲ 二次医療圏協議会における地域・職域連携事業の企画・実施

１.都道府県協議会での連携事業実施

２．二次医療圏協議会で連携事業実施におけるPDCAサイクルの展開

１）現状分析

２）課題の明確化、目標設定

３）連携事業のリストアップ

４）連携内容の決定及び提案

５）連携内容の具体化・実施計画の作成

６）効果指標並びに評価方法の設定

Ⅳ 具体的な取組に向けた工夫

１．地域・職域連携の必要性や有用性の理解

２．健康課題の把握と対策の検討に向けたデータの収集・分析

３．地域・職域連携によって取り組むべき課題と取り組み事項の明確化

４．対象者別の具体的な取組例

５．具体的な取組を実施するために必要なリソースの確保

【現行】地域・職域連携推進事業ガイドライン－改訂版－
（H19.3）【改訂後】地域・職域連携推進ガイドライン（R１.○）

新

拡

拡

新

現行のメリットに加え、支援が不十
分な層（小規模事業場・自営業者、
被扶養者、退職者等）への対応につ
いても記載

協議会の各構成機関の役
割を明確化

都道府県健康増進計画に係る協議会、保険
者協議会、地域版日本健康会議、地域版次
世代ヘルスケア産業協議会、両立支援チー
ムとの連携の在り方について明記

取組、専門職、ソーシャルキャピタル等のリソースの活
用について明記

具体的な連携事業の
実施において必要な
事項を記載

PDCAサイクルに基づいた展開に
ついて記載（「計画、運営・実施、
評価、見直し」の順番にこだわら
ない）

•協議会が開か

れている

•関係者それぞ

れの取組につ

いて共有され

ている

レベル

１

・データ分析等により地域課

題が明確化されている

・地域課題の解決に向けて地

域と職域が連携した取組が実

施されている

レベル

２

自立的かつ

継続的な取

組ができて

いる

レベル

３

今後の方向性

改訂のポイント

近年の社会背景（特定健診・保健指導、
データヘルス計画、健康経営、働き方
改革、両立支援等）を踏まえた新たな
連携の在り方を明記

協議会の設置のみに留まらず、効果的
運用するための方策について整理

資料２


